
原
げん

因
いん

鹿
かの

瀬
せ

工場はなぜ建
けん

設
せつ

されたのだろう?

流れ❶ 工場の建
けん

設
せつ

余
あま

った電気を使うために建
けん

設
せつ

された工場
　1928（昭

しょう

和
わ

3）年に、発電用に建
た

てられた鹿
かの

瀬
せ

ダムは、
完
かん

成
せい

した当時、電気が売れずに困
こま

っていました。
　この余

あま

ってしまったダムの電気を使うため、1929（昭
しょう

和
わ

4）年に鹿
かの

瀬
せ

ダムのすぐ近くに建
けん

設
せつ

された工場が、昭
しょう

和
わ

電
でん

工
こう

㈱鹿
かの

瀬
せ

工場でした。鹿
かの

瀬
せ

工場は、阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

上流の
山々から採

と

れる石
せっ

灰
かい

岩
がん

と、余
あま

った電気を組み合わ
せて、ある
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製
せい

品
ひん

を生
せい

産
さん

し始めました。

阿阿
ああ

賀賀
がが

野野
のの

市市
しし

五五
ごご

泉泉
せんせん

市市
しし

新新
にいにい

潟潟
がたがた

市市
しし

秋秋
あきあき

葉葉
はは

区区
くく

東東
ひがしひがし

区区
くく 北北

きたきた

区区
くく

阿阿
ああ

賀賀
がが

野野
のの

川川
がわがわ

福
ふく

島
しま

県
けん

環環
かんかん

境境
きょうきょう

と人間のと人間の
ふれあい館ふれあい館

日日
にに

本本
ほんほん

海海
かいかい

江江
こうこう

南南
なんなん

区区
くく

旧旧
きゅうきゅう

・・昭昭
しょうしょう

和和
わわ

電電
でんでん

工工
こうこう

㈱㈱鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

工場工場

鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

ダムダム

阿阿
ああ

賀賀
がが

町町
まちまち

阿阿
ああ

賀賀
がが

野野
のの

川川
がわがわ鹿鹿

かのかの

瀬瀬
せせ 駅駅

鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

ダムダム
（（鹿鹿

かのかの

瀬瀬
せせ

発電所）発電所）

旧旧
きゅうきゅう

・・昭昭
しょうしょう

和和
わわ

電電
でんでん

工工
こうこう

㈱㈱鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

工場工場
（（現現

げんげん

・・新新
にいにい

潟潟
がたがた

昭昭
しょうしょう

和和
わわ

㈱）㈱）

排排
はいはい 水水

すいすい 路路
ろろ

排排
はいはい

水水
すいすい

口口
こうこう

鉄道鉄道

余った余った鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

ダムのダムの
電気を使うために、電気を使うために、
鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

工場が工場が
建建
けんけん

設設
せつせつ

された。された。

石
せっ

灰
かい

岩
がん

と電気を
組み合わせると
どんな製

せい

品
ひん

が
できるのかな？

▼石
せっ

灰
かい

岩
がん

（石
せっ

灰
かい

石
せき

）▼製
せい

品
ひん

の生
せい

産
さん

を開始したばかりの鹿
かの

瀬
せ

工場

▲空中ケーブルで工場に
運ばれる石

せっ

灰
かい

岩
がん

出
しゅっ

典
てん

：「鹿
かの

瀬
せ

工場タイムス」（昭
しょう

和
わ

電
でん

工
こう

㈱）

写真所
しょ

蔵
ぞう

：田
た

辺
なべ

修
しゅう

一
いち

郎
ろう

氏
し

▲現
げん

在
ざい

の鹿
かの

瀬
せ

ダム（鹿
かの

瀬
せ

発電所）

▲完
かん

成
せい

したばかりの鹿
かの

瀬
せ

ダム（鹿
かの

瀬
せ

発電所）

鹿
かの

瀬
せ

工場が建
けん

設
せつ

される
きっかけは、鹿

かの

瀬
せ

ダムで
余
あま

った電気だったんだね。写真提
てい

供
きょう

：
東
とう

北
ほく

電
でん

力
りょく

㈱

写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

：山
やま

口
ぐち

冬
ふゆ

人
と

氏
し

パネル18をチェック！
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